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当社子会社の特別損益計上に関するお知らせ 
 

 当社の連結子会社である三重交通株式会社及び三交不動産株式会社は、平成 19 年３月期におきまして、

下記の特別損益の計上を行うこととなりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ 三重交通株式会社における特別損益の計上 

 １．子会社の名称等 

    商 号   三重交通株式会社 

    本店所在地   三重県津市中央１番１号 

    代 表 者 名   取締役社長 奥田 卓廣 

 

 ２．特別利益の計上及びその内容 

三重交通株式会社は、将来の退職給付に備えるため、同社の保有する有価証券の一部を拠出し、

退職給付信託を設定いたします。これにより、退職給付信託設定益 16 億 34 百万円を特別利益と

して計上いたします。 

 

 ３．特別損失の計上及びその内容 

三重交通株式会社は、同社の保有する固定資産について収支計画の見直し等を行った結果、21

億 68 百万円を減損損失として特別損失に計上いたします。 

 

 ４．特別損失の一部内容の変更 

三重交通株式会社は、平成 18 年８月 29 日公表の「子会社の解散及び投資有価証券の売却並び

に特別損益の発生」において、同社の子会社である株式会社三交百貨店の解散に伴う清算損失を

53 億円と見込んでおりましたが、同百貨店の閉店セールの効果等もあり、損失が７億 18 百万円

改善し、清算損失が 45 億 82 百万円となりました。これにより、前期に引当て済の 20 億 97 百万

円を除き、当期は 24 億 85 百万円を清算損失として特別損失に計上いたします。 

 

Ⅱ 三交不動産株式会社における特別損失の計上 

 １．子会社の名称等  

    商 号   三交不動産株式会社 

    本店所在地   三重県津市丸之内９番１８号 

    代 表 者 名   取締役社長 柳生 利勝 
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 ２．特別損失の計上及びその内容 

三交不動産株式会社は、同社の保有する固定資産について収支計画の見直し等を行なった結果、

３億 38 百万円を減損損失として特別損失に計上いたします。 

また、同社が販売した住宅について、調査、修繕等を要する可能性が生じたため、現時点にお

いて想定される関連費用、４億 46 百万円を特別損失に計上いたします。 

 

Ⅲ．当社連結業績に与える影響 

上記特別損益が当社の連結業績に与える影響額については、本日、同時に発表しております「連結

業績の修正に関するお知らせ」に記載のとおりであります。 

 

以 上 


